
 
 

 

 

 
 

 

 

突然ですが、安楽死について 
（結論はありません、正解もありませんが･･･） 

◆君たちにとっては、「死」は遠い存在だろうし、日々考えることもないと思います。君た

ちは、若いのでそれでいいと思います。でも年に数回は、生きるとは？、死ぬとは？、幸福

とは？と・・・少し哲学的なことを考える時間があっても良いと考えます。 

 

◆僕の母親は、2010 年に亡くなりました。母に娘（孫）の成人姿を見せたくて、19 歳で着

物を着させ、前撮り（二十歳前に成人式の晴れ姿を撮影すること）して、病院まで見せにい

った記憶が、鮮明にあります。 

 

◆母は、スキルス性胃がんで年齢的なこともあり、手術もできず死を待つ状態でした。母は

日増しに苦痛が増え、主治医に「はやく、楽にしてもらえませんか」と言っていた。母の最

期が苦痛で終わるのが本当につらく、きつい痛み止めを処方すると「お母さんとの会話もで

きなくなりますよ」とも言われた。 

 

◆治る見込みも０％なら、楽にしてあげたいとも･･･様々僕の姉と悩みました。結局、即効

性のある薬を処方してもらったのですが、やはりその副作用で、会話もできず、死期を早め

ることになったのかもしれません・・・数日後に亡くなりました。 

 

◆自らが「死を選択」することが、どうなのか？ 病気を抱える人々の中には、病気と闘い、

頑張って生き、新しい出会いなども求めながら、幸せを感じている人たちもいるでしょう。

でも記事にもあるように安楽死を望む人たちもいます。母のように･･･ 

 

◆安楽死は権利なのか？家族で機会があれば、話し合ってくださいね。 
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死についての名言も星の数ほどあるが・・・ 
 

宇野千代：大正・昭和・平成にかけて活躍した日本の小説家、随筆家。 

 

よく生きることは、よく死ぬことでもある。一生懸命に生きたものは、納得して死を受け

容れることが出来る、という意味です。 
 

榎本健一：俳優、歌手、コメディアン。エノケンの愛称で広く全国に知られ「日本の喜劇王」と呼ばれた。 

 

死ぬよりも、生きているほうがよっぽど辛いときが何度もある。それでもなお生きていか

ねばならないし、また生きる以上は努力しなくてはならない。 


